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にぎやかな週 其の二 

院長 辻中まさたけ 

（にぎやかな週 其の一よりの続き） 

木曜日、東京の有楽町で行われた日本眼科学会に出席後、山手

線にて上野に移動した私は「ハードロックカフェ上野店」へ突撃

した。店員さんが流暢に英語で「何処からきたのか？」と話しか

けてきた。英語を話す中国系の店員さんは、どうやら丸坊主の私

が日本人に見えなかったみたいである。苦笑いをしながら買い物

をした後、幼なじみと待ち合わせ、何回か電車を乗りついで横浜

のみなとみらいにある「ハードロックカフェ横浜店」にたどり着

いた。 
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都会の人間は遠い距離を、あるいは、地下深くから地上までスー

ツを着て重い荷物を持って平気で歩く。まるで毎日コンクリート

でできた山々を登ったり降りたりしているようなものである。ま

た、電車のなかでも、どれだけ混んでいても目的の駅に到着する

ギリギリまで平然と座っている。田舎者の私などは出られなくな

るといけないと思い、かなり前からドアの前に人をかき分けて待

機するのだが、彼らは万が一降りそこなったら次の駅で降り、ま

たすぐ来る逆方向に行く電車で戻ればよいと思っているとのこ

とである。田舎で万が一にも降り損ねて次の駅で降りて同じこと

をしようとしたらどれだけの時間を駅で費やさなければならな

いのだろうか？考えただけでも嫌になる。 

 

その後中華街を散策し、最終の新幹線で同日無事帰宅した。 

２日後の土曜日にも午前診終了後に再び東京で学会出席、今度

はスカイツリーにバスに乗って訪れたが強風のため昇ることは

できなかった。晩に友人二人と六本木で食事をした後、六本木に

ある「ハードロックカフェ東京店」を訪れ、とうとう日本国内の

ハードロックカフェを全制覇した。そこで応対に当たってくれた

店員さんはなんと岐阜県出身の方で、大都会の中でとてもホッと

した気分になり岐阜の出身地のことで友人達を含めとても話が

盛り上がった。 

 

ビジネスホテルに戻って約３時間の睡眠を取った後、朝６時の始

発の新幹線にて岐阜に戻ってきた。そして、9時からの卓球大会

に出たのであるが、結果は散々であった。 

さらに、次の週の火曜日ごろから体調が悪くなり10日ほど治るの

に時間がかかった大風邪を引いた。残念ながら妻にもうつしてしまっ

たが、そう云えば木曜日に会った幼なじみが咳き込んでいて大丈夫

か？と尋ねたら季節の変わり目だから、と返答していた。 

やられたーーー！でもそんな体調でも僕に付き合ってくれた幼な

じみに大感謝！！ 

 

 

（次ページへ続く） 

 



 

ちなみに、今回で一番おいしかった食事は何処にでもある立ち

食いの340円たぬきそばであった。関東の汁は濃くて本当に私

好みである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成25年5月26日 

 

 

吉里小学校より 

いただきました。 

 

いつもありがとう 

ございます♪ 

 

 

 

●院長のいろいろ● 

下笠保育園の園医に 

委嘱されました。 
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当院では、かかりつけの薬局で薬をいただける院外処方箋

の発行をおこなっております。 

ご希望の方は、受付までお申し付けください。 

   

 

 

 

スタッフ後藤 

私は現在大垣市医師会准看護学校の２年生になりました。そして5

月20日からついに病院実習が始まりました。1年生のときは、おも

に基礎だったのでコミュニケーションを中心にした日常生活援助（着

替えや体拭き、入浴介助など）について学びましたが、2年生になる

と各論ということで、新生児から高齢者まで幅広い年齢層の理解と疾

患看護について学ぶことになります。現在は、大垣市民病院で実習を

していますが、大垣病院や保育園、老人保健施設などでも実習があり

ます。 

  

はじまった実習では、私にも受け持ち患者さ

んが決まりましたが、コミュニケーションを

通して信頼関係を築いたり、情報収集し患者

さんに必要な看護は何かを導き出し、計画を

立てるように頑張っております。 

  

今後は、実際に日常生活援助や退院指導をす

る段階に進んでいきます。援助に入る前には

看護師の業務を見学していますが、実際に学

生が行う時も担当の看護師さんが見守り指

導をしてくださっています。                       
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